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追伸、拝借いたしましたお写真の内一枚

「人口と開発」に掲載いたしますので後

た
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1997年 6月 27日

(社 )日 本原子力産業会議

副会長

森 一久 様

(財 )ア ジア人口・開発協会

遠藤 正昭

拝啓 時下 ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

この度の韓国・ 国民勲章石溜章受賞に心からお祝い申し上げます。

本当におめで とうございます。

私事で恐縮でございますが、大学時代は韓国について学ぶ機会がござい

ました。

これ も、今は亡 き父の教えがあったか らと思います。父は、戦時中朝鮮、

台湾が らの留学生 と共に日本大学理工学部で建築学を専攻 いたしました。

私が少年の頃、父はよく日本人ばか りが優秀ではない、朝鮮 (韓国 )の

韓 さんは数学がよくできた人でよく教えてもらった。と言ってお りまし

た。その関係 もあ り、大学では、韓国経済の発展をテーマに学位論文を

取 ることにしました。 4年生の時、日韓学生交流団の団長 として訪韓の

機会をいただきました。

修士課程でも、韓国の契について研究いたしました。幸い、指導教授の

紹介をいただき、東京韓国研究院 (院長 崖 書勉 )の 研究生を兼務す

ることができました。

現在、アジア人口 。開発協会の一員 として韓国をはじめアジアヘの偏見、

誤解を少 しでも無 くすよう勤めてまい りたいと存 じます。

敬具

追伸、拝借いたしましたお写真の内一枚を同封いたします。もう一枚は

「人口と開発」に掲載いたしますので後日ご返送いたします。


